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罫
 文
科
省
会
見
報
告（
病
院
協
議
会
）

罫
 春
季
・
新
歓
期
 合
同
地
区
別
単
代
会
議
の
続
報

　
 （
中
部
近
畿
地
区
、中
四
国
九
州
地
区
）

茎
 論
壇「
す
べ
て
の
労
働
者
に
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
」

　
 島
根
大
学
 人
間
科
学
部
 教
授
　
西
﨑
 緑

茎
 職
場
の
Q
＆
A
①

　「
組
合
の
せい
で
サ
ビ
残
？
あ
り
え
な
い
ん
だ
け
ど
！
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 大
阪
大
学

　「
組
合
の
存
在
を
次
世
代
に
繋
ぎ
た
い
」

猿
 和
歌
山
高
専

　「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（１）　　　（１） 　　　（毎月10日発行）

約
（
無
期
雇
用
）
へ
転
換
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

茎
 無
期
転
換
後
の
労
働
条
件

は
、
転
換
前
と
原
則
同
様
と
す

る
。
定
年
年
齢
（
　
歳
）
の
条

60

項
を
制
定
し
、
希
望
が
あ
れ
ば

　
歳
ま
で
の
再
雇
用
を
可
能
と

65す
る
。

　
こ
う
し
た
回
答
を
得
た
こ
と

は
大
き
な
前
進
と
言
え
ま
す

275人が参加（於：衆議院第1議員会館大会議室）

　
3
月
　
日
峨
、
東
北
大
学
か

20

ら
雇
い
止
め
当
事
者
4
人
を
含

む
6
人
、
全
大
教
か
ら
長
山
書

記
長
ら
2
人
が
参
加
し
て
の
国

会
議
員
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

全
大
教
、
都
大
教
、
首
都
圏
大

学
非
常
勤
講
師
組
合
、
各
単
組

の
無
期
転
換
に
向
け
た
取
り
組

み
の
動
き
が
大
き
な
力
に
な
っ

た
と
と
も
に
、
当
組
合
で
地
道

な
学
習
会
を
積
み
上
げ
て
き
た

こ
と
も
組
合
員
の
意
識
向
上
に

役
立
ち
、
当
局
に
対
す
る
無
言

の
圧
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
　
今
後
は
、
人
事
課
で
現
在
検

討
中
と
さ
れ
る
、
勤
続
期
間
5

年
に
至
る
ま
で
の
毎
年
の
勤
務

評
価
の
在
り
方
が
ど
う
な
る
か

が
焦
点
と
な
り
そ
う
で
、
引
き

続
き
動
向
を
注
視
し
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
東
京
農
工
大
学
職
員
組
合

　
中
央
委
員
長
　
山
崎
 亮
一
）

雇
い
止
め
の
当
事
者
の
声
を

政
府
、
野
党
に
ア
ピ
ー
ル

　
　
  東
北
大
学
職
員
組
合

立憲民主党

　
立
憲
民
主
党
で
は
、
長
妻
昭

代
表
代
行
他
3
人
の
議
員
と
面

会
し
状
況
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
お
三
方
共
に
東
北
大
学
の

現
状
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
、

早
速
委
員
会
質
疑
や
質
問
主
意

書
で
採
り
上
げ
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
希
望
の
党
で
は
お
二

人
の
議
員
に
面
会
し
、
東
北
大

の
現
状
等
を
理
解
し
て
頂
い
た

他
、
厚
労
省
労
働
関
係
法
課
と

文
科
省
人
事
課
の
担
当
者
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
設
定
頂
き
ま
し

た
。
担
当
者
か
ら
「
東
北
大
学

に
は
複
数
回
啓
発
指
導
を
行
っ

て
い
る
が
結
果
が
出
て
い
な

い
」「
個
人
的
な
見
解
で
は
あ
る

が
か
な
り
グ
レ
ー
で
あ
る
と
感

じ
る
」と
の
発
言
が
あ
る
な
ど
、

東
北
大
は
当
局
の
姿
勢
に
問
題

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
感

じ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
で
も

お
二
人
の
議
員
議
員
と
会
見

し
、
ク
ー
リ
ン
グ
に
関
す
る
文

書
等
に
つ
い
て
特
に
詳
細
に
説

明
し
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
当
事
者
か
ら

は
「
超
党
派
の
議
員
が
私
た
ち

の
声
に
耳
を
傾
け
、
国
会
で
取

り
上
げ
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
当
事
者
が
行
動
す
る
こ

と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
が
出
来
れ
ば
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
ら
れ
、

大
き
な
力
に
な
る
と
思
え
た
要

請
で
し
た
」
と
の
感
想
を
頂
き

ま
し
た
。
今
回
の
国
会
議
員
要

請
行
動
で
は
、
各
議
員
共
に
東

北
大
学
で
無
期
化
を
妨
げ
て
い

る
も
の
が
何
か
、
充
分
理
解
い

た
だ
け
た
と
感
じ
ま
す
。
し
か

し
、
東
北
大
学
当
局
の
態
度
は

未
だ
に
頑
な
で
す
。
引
き
続
き

こ
の
問
題
の
取
り
組
み
を
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
東
北
大
学
職
員
組
合

　
　
書
記
次
長
　
千
葉
 裕
輝
）

の
説
明
会
に
て
、
以
下
の
回
答

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

繋
 4
月
1
日
以
降
、労
働
契
約

の
更
新
年
数
の
上
限
規
程
を
撤

廃
す
る（
現
状
は
5
年
上
限
）
。

罫
 就
業
規
則
改
正
後
は
、年
度

更
新
の
結
果
5
年
を
超
え
た
場

合
、
本
人
の
申
し
込
み
に
よ
っ

て
期
間
の
定
め
の
無
い
労
働
契

　
東
京
農
工
大
学
職
組
で
は
、

昨
年
末
か
ら
、
大
学
当
局
と
の

団
交
等
を
通
じ
て
「
非
常
勤
職

員
の
雇
用
上
限
撤
廃
と
無
期
雇

用
制
度
の
早
期
整
備
」
を
強
く

要
求
し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
2
月
　
日
に
開

27

催
さ
れ
た
全
学
職
員
を
対
象
と

し
た
「
事
務
系
非
常
勤
職
員
に

関
す
る
就
業
規
則
改
正（
案
）
」

5
年
上
限
撤
廃
を
実
現
鎧

  東
京
農
工
大
学
職
員
組
合

動
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
2
7

5
人
が
参
加
し
終
日
行
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
動
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

意
思
統
一
集
会
で
は
、
3
単
産

に
よ
る
共
同
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
　
年
と
な
る
こ
と
。
こ

10

の
間
、
医
師
養
成
定
数
削
減
の

閣
議
決
定
を
撤
回
、
看
護
師
な

ど
の
雇
用
の
質
の
向
上
（
5
局

長
）
や
医
療
分
野
の
雇
用
の
質

の
向
上
（
6
局
長
）
の
た
め
の

取
り
組
み
通
知
の
発
出
、
診
療

報
酬
改
定
で
夜
間
勤
務
改
善
項

目
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
の
成

果
を
上
げ
て
き
た
こ
と
。
今
ま

た
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
　
協
36

定
違
反
や
不
払
い
残
業
に
対
す

る
労
基
署
の
是
正
勧
告
が
相
次

ぎ
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
引
き
続
き
、
労
働
環
境
改

善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
3
単

産
の
取
り
組
み
は
重
要
と
な
っ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
　
午
後
か
ら
は
、
参
加
者
に
よ

る
国
会
議
員
要
請
行
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
選
出
国
会

議
員
を
中
心
に
4
7
6
人
の
国

会
議
員
（
秘
書
対
応
含
む
）
に

働
き
か
け
が
行
わ
れ
、
こ
の
日

新
た
に
9
人
の
国
会
議
員
が
紹

介
議
員
と
な
り
、
合
わ
せ
て
1

0
6
人
の
国
会
議
員
が
紹
介
議

員
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
大
教
か
ら
は
琉
球
大
か
ら

の
参
加
も
含
め
病
院
協
議
会
幹

事
を
中
心
に
7
人
が
参
加
、
長

谷
川
議
長
が
全
大
教
を
代
表
し

て
の
活
動
報
告
、
馬
田
幹
事
が

ま
と
め
の
集
会
で
の
閉
会
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

（
全
大
教
中
央
執
行
副
委
員
長

　
　
　
　
　
   　
  石
川
 洋
基
）

希望の党

　
3
月
6
日
峨
、
医
療
3
単
産

（
全
大
教
、
医
労
連
、
自
治
労

連
）
に
よ
る
国
会
議
員
要
請
行

厚労省、文科省ヒアリング共産党

4
月
か
ら
（
1
年
更
新
の
有
期
職
員
の
場
合
）
労
働
契
約
法
に
よ
る
無
期
転
換
権
が
発
動
し
ま
す
。条
件
を
満
た
す
方
の
無
期
転
換

申
込
み
、不
当
な
雇
い
止
め
の
撤
回
を
求
め
る
た
た
か
い
の
支
援
な
ど
、さ
ら
に
安
定
雇
用
実
現
の
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
。


